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	AIネットワーク化の本質と将来
	　　AIは社会のあらゆる活動に利用される
	AIは単独で働くとともに、異なった目的のAI同士が協調してネットワークを形成して働くことによって、複雑な仕事を成し遂げる
	AIシステム同士の利害対立・抗争をどうするか
	　　　　　　　汎用のAIは可能か
	　　人工的な生命体ロボットの可能性は？

